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研究成果の概要（和文）：本研究では日本におけるオスカー・ワイルドの戯曲の受容について多

角的視点から探究した。ワイルドは、欧米と同様に日本においても生前から今日に至るまで長

らく受容されてきた。しかしながら、両者におけるワイルド受容の有り様は作品ジャンルによ

って極めて異なっている。本研究では、そのような異なる受容の特徴を精査することで、ワイ

ルドによる原作のみならず日本の演劇界についても重要な特質を明らかにすることができた。 

 

研究成果の概要（英文）：This research has explored the Japanese reception of Oscar Wilde’s 

plays from multifarious perspectives. As in the West, the reception of Wilde in Japan covers 

a long history from his times to this day. However, there is a discrepancy between the 

Japanese reception and the Western reception in that different genres of his works have 

received significantly differentiated treatment. The scrutiny of the characteristics of such 

different receptions has revealed significant features of not only Wilde’s works but also of 

the Japanese world of theatre.  

 

 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2008 年度 900,000 270,000 1,170,000 

2009 年度 800,000 240,000 1,040,000 

2010 年度 800,000 240,000 1,040,000 

総 計 2,500,000 750,000 3,250,000 

 

 

研究分野：人文学  

科研費の分科・細目：文学・英米・英語圏文学 

キーワード：比較文学、比較文化、英米文学、オスカー・ワイルド 

 

１．研究開始当初の背景 

 本研究開始以前の自身の研究を通して、演

劇というものがワイルドの生き様や価値観

そのものとも本質的に関わり、演劇的要素が

一見様相を異にするワイルドの多様な作品

や人生の諸側面を繋ぐ架け橋としての役割

を果たしていることが明らかになった。そし

て、ワイルドと演劇との関係がワイルドを捉
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える上で如何に重要な意味を持ち、且つ多面

的様相を呈しているか、という点について認

識を高めていた。そこから、以下のような研

究の必要性を強く感じるに至った。 

 一点目は、ワイルドの演劇世界は戯曲から

のみ理解できるものではなく、多元的な次元

から解明する必要があるということである。

具体的には、戯曲を中心とした作品研究や舞

台上演の研究に加えて、実人生におけるワイ

ルド自身の演者としての側面やワイルドの

演劇観にも着眼し、ワイルドの演劇世界を総

合的に探究する必要があると考えたのであ

る。 

 二点目は、ワイルドが活躍した英国でのワ

イルド劇の受容と日本に移入されたワイル

ド劇の受容に重大な齟齬があり、この点を比

較文学・比較文化的アプローチにより追究す

る必要があるということである。具体的には、

日本におけるワイルド劇の受容に関する研

究を喜劇と悲劇が置かれてきた対照的状況

に着眼して行うことによってこそ、その受容

の全貌を明らかにすることができ、且つそれ

がワイルドの戯曲自体の再評価にも繋がる

と考えたのである。 

 以上のことから、ワイルド劇に焦点を当て

た受容研究を行うことに大きな意義を見出

し、当該研究課題を申請した次第である。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、日本におけるオスカー・ワイル

ドの戯曲の受容について、比較文学・比較文

化的研究を行うものである。具体的には、日

本において比較的受容度が高かった悲劇作

品『サロメ』と受容度が低かった喜劇作品『ウ

ィンダミア卿夫人の扇』『つまらない女』『理

想の夫』『真面目が肝心』が置かれてきた対

照的な状況に着眼して研究を行う。また、必

要に応じて戯曲のみならず関連作品の受容

や 19 世紀末以降の日英の演劇状況、戯曲が

言語圏・文化圏を越境する際に生じる問題等

も視野に入れて考察を進め、日本におけるワ

イルド劇の受容像の構築を試みる。更に、受

容研究と関連づけてワイルドの喜劇と悲劇

の特質を追究することで、ワイルド劇の再評

価を行う。 

 

３．研究の方法 

 三年間の研究期間を通して国内外のオス

カー・ワイルドの研究動向を把握すべく関連

資料の調査研究を進めると同時に、日本にお

けるワイルド受容史を俯瞰すべく関連資料

の収集・分析を行う。また、従来型のテキス

ト分析に留まらず、戯曲と他の文学テキスト

との本質的な相違である舞台上演というパ

フォーマンスの次元を視野に入れたアプロ

ーチも試みる。特に、実際のワイルド劇の上

演の分析を行うと共に、ワイルド劇の受容の

場として、ワイルドの戯曲が上演された劇場

等での現地調査も行う。 

 

４．研究成果 

 本研究では、日本におけるワイルドの戯曲

の受容について、特に悲劇作品と喜劇作品と

が置かれてきた対照的な状況に着眼し、比較

文学・比較文化的研究を進めた。具体的には、

まず、日本におけるワイルドの受容史におけ

る戯曲や関連作品の受容の特徴について検

証した。そして、日本では『サロメ』や『ド

リアン・グレイの肖像』のような悲劇的作品

の受容度が高かったのとは対照的に、英国で

高い評価を得てきた喜劇作品の受容度が低

かった点に着眼し、ワイルドの喜劇作品と悲

劇作品の特質及び受容に伴う状況の差異に

ついて検証した。 

 また、現代におけるワイルドの戯曲及びそ

の翻案の上演にも視野を広げると共に、日本

と英語圏諸国におけるワイルド受容の相違

点についても比較研究を進めた。それにより、

演劇界を始めとして日本におけるワイルド

の受容の基盤の特徴や変遷について考察を

深めることができた。 

 更に、受容について理解を深めるためにも

原作の分析が不可欠であることから、戯曲を

中心としたワイルドの作品研究も行った。こ

のように受容研究と作品研究を同時に進め

ることにより、日本において受容が立ち遅れ



 

 

ていたワイルドの喜劇作品の再評価も行う

ことができた。 

 研究は毎年着実に進め、研究成果は図書出

版や関連学会誌上での論文発表、国内外での

学会発表等を通して公表してきた。特に国際

学会での研究発表や海外での調査研究を通

して、日本及び海外におけるワイルドの受容

の基盤や受容状況の相違点について更に考

察を深めて研究を発展させることができた。 

 特に国際学会で二度に渡って研究発表し

たことで、海外に向けて研究成果を発信する

と共に海外の研究者達と意見交換を行うこ

とができ、研究の更なる発展に繋がった。具

体的には、2009 年にグラスゴー大学で開催

された IASIL（国際アイルランド文学協会）

の第 33 回国際大会では、 “International 

Perspectives on Oscar Wilde”（オスカー・

ワイルドへの国際的視点）と題するセッショ

ンにおいて、オーストリアや香港の研究者と

共にそれぞれの国におけるワイルド受容に

ついて研究発表を行い、比較考察を深めた。

また、2010 年にアイルランド国立大学メイ

ヌース校で開催された IASIL の第 34 回国際

大会では、 “Wilde and Victorian Theatre”

（ワイルドとヴィクトリア朝演劇）と題する

セッションにおいて日本での『サロメ』上演

に関する研究発表を行い、時代背景を同じく

するイギリス演劇について議論を深めた。 

 このような国際学会への参加を始めとし

て海外でも研究活動を展開したことにより、

関連分野での最新の研究に触れながら本研

究についても多くの刺激と示唆を得ること

ができた。そして、他国とは異なる日本のワ

イルド受容の特徴について関心が高いこと

を実感し、比較研究の視点を重視しながら日

本におけるワイルド劇の受容像を追究する

必要性と意義とを改めて確認することがで

きた。  

 以上のように本研究に従事する中で、日本

におけるワイルド劇の受容の特徴を明らか

にするには、ワイルドの活躍の場であったロ

ンドンや出身地であるダブリンを始めとし

て、関連性の高い英語圏の諸都市での受容状

況にまで視野を広げた比較研究をより重点

的に行う必要性と意義を強く認識するに至

った。そのように研究範囲を拡張するには当

初の計画期間では不十分であることから、

2011 年度からは基盤研究（C）による三年計

画の新たな研究課題「ワイルド受容の系譜―

日本と英語圏諸国との比較研究―」により本

研究を引き継ぎ、一層発展させることとなっ

た。 
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